
金額は、学校建設など大
規模事業の終了等により、
前年度比で33億円の減
（14.8％減）となりました。
内訳は次ページのグラフ
のとおりです。

【３つのお財布（会計）の詳しい数値はこちら】　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位 千円）
会 計 名 平成27年度 増減額（平成26年度比） 増減率
一般会計 19,104,000 △3,331,000 △14.8％
特別会計 10,156,870 1,224,724 13.7％

国民健康保険事業会計 3,825,049 480,532 14.4％
後期高齢者医療会計 338,782 11,626 3.6％
介護保険
事業会計

保険事業勘定 2,676,180 166,599 6.6％
介護サービス事業勘定 11,488 2,128 22.7％

東海駅西土地区画整理事業会計 128,889 △2,045 △1.6％
東海駅東土地区画整理事業会計 105,764 18,584 21.3％
東海駅西第二土地区画整理事業会計 76,310 △17,643 △18.8％
東海中央土地区画整理事業会計 1,356,043 489,435 56.5％
公共下水道事業会計 1,637,773 75,517 4.8％
那珂地方公平委員会会計 592 △9 △1.5％

企業会計 3,506,926 359,938 11.4％
水道事業会計 1,284,823 54,934 4.5％
病院事業会計 2,222,103 305,004 15.9％

合　　計 32,767,796 △1,746,338 △5.1％

●平成27年度の一般会計予算は191億円（前年度比14.8％減）

一般会計 191億円 企業会計 35億円特別会計 102億円

福祉や道路整備等、村
が行う基本的な仕事の
お金をまとめた会計

国民健康保険や介護保
険等、一般会計と区別
が必要な会計

水道や病院等、利用料
金等による収入で運営
している会計

村には３つの財布（会計）があるのです。
中でも一般会計は、みんなが納めた税金で、村の福祉や保健衛生、
環境保全、道路建設、消防･防災、教育･文化振興等に関する住民
サービスを行うための中心的な会計なのです。

中央土地区画整理事業費
の増等により、前年度比
で12億円の増（13.7％増）
となりました。

村立東海病院の医療機器
の更新等により、前年度
比で４億円の増（11.4％
増）となりました。

　村の１年間のお金の使い方をまとめた「平成27年度予算」が決まりました。
村のお金は、私たちの生活のためにどのように使われるのか、その概要を
お知らせします。なお、詳細は村公式ホームページでご覧いただけます。

【問い合わせ】企画経営課財政経営担当（☎282-1711 内線1334）

私、イモゾーがお伝えします！

東海村平成27年度予算
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平成27年度予算

●平成27年度一般会計の内訳 前年度と比べると…

村税
124億円

地方譲与
税、交付金
等 ９億円

県支出金
７億円

繰入金
16億円

その他
10億円

総務費
26億円

民生費
48億円

農林水産業費
４億円

商工費
２億円

土木費
36億円

消防費
５億円

教育費
33億円

その他
２億円

村税　－６億円
村民税や固定資産税の
減等のため

衛生費
25億円

民生費　ー８億円
幼保連携施設の整備終
了等のため

土木費　ー６億円
宅地の崩落対策や公園の整
備費の減等のため

教育費　－21億円
東海中学校や中丸小学校の
建設費の減等のため

公債費
８億円

歳入

衛生費　＋３億円
ひたちなか･東海クリーンセンター建設の
際の起債償還開始等に伴う増等のため

総額
191億円

国庫支出金
25億円

地方譲与税、交付金等　＋２億円
消費税率引き上げに伴う地方消費税
交付金の増等のため

議会費
２億円

繰入金　ー 29億円
学校建設など大規模事業の縮小に伴う基金
からの繰入金減のため

●歳出を性質別に見ると…

歳出

総額
191億円

※総額に合わせるため、グラフ中の数値を一部調整している項目があります。

●村民１人当たりに使われるお金は？

行政の運営、
地域自治の推進等
（総務費）

消防活動
（消防費）

約６万8,000円

約１万4,000円

福祉の充実
（民生費）

教育の充実
（教育費）

約12万8,000円

保健衛生･ごみ処理
（衛生費）

村債の返済
（公債費）

約６万5,000円

約２万円

道路や公園等の整備
（土木費）

その他
（議会費、農林水産業費、
商工費等）

約９万5,000円

約２万6,000円

人件費
32億円
（16.9％）

扶助費
23億円（12.3％）

公債費
８億円
（4.0％）

普通建設事業費
34億円（18.0％）

物件費
33億円
（17.3％）

補助費等
25億円（13.1％）

積立金
５億円
（2.4％） 繰出金

26億円
（13.6％）

その他
５億円（2.4％）

義務的経費
63億円
（33.2％）

投資的経費
34億円
（18.0％）

その他経費
94億円
（48.8％）

歳出総額
191億円

▼義務的経費（支出が義務付けられているお金）…ほぼ前
年度と同じ
▼投資的経費（インフラ整備等の資本形成のために使われ
るお金）…学校建設費等の減により、前年度比で大幅減
▼その他経費…特別会計への繰出金の増により、前年度
比で約２億円の増

約８万8,000円

※平成27年３月31日現在の住民基本台帳に基づく人口（３万
7,923人）から算出しています。

合計　約50万4,000円
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今年度新しくスタートする事業（以
下「新」）や重点的に取り組む事業
（以下「重」）について、私、イモゾー
が紹介します。 th

Anniversaryは、村発足60周
年記念事業です。

平成27年度の主な事業

村のお金はどんなことに使われるの？

低炭素社会を目指し、高い環境目標を掲げて先駆的な
取り組みにチャレンジする「環境モデル都市」を目指
し、各種取り組みを実施します。

国が選定する「環境モデル都市」
を目指します（新）

環境

商工･観光

994万円

「東海村生物多様性地域戦略」に基づき、条例制定に向
けた検討や、ビオトープの構想･学習プログラムの作
成等を行います。

生物多様性促進に向けた具体的
な取り組みを進めます（重） 928万円

従来の太陽光発電システムや太陽熱利用機器に加え、
雨水利用設備についても補助の対象とします。

環境に配慮した住宅用設備の導
入を支援します（重） 3,015万円

地権者等で構成する協議会の運営支援を強化すると
ともに、企業誘致を推進し、新たな雇用の創出や地域
経済の活性化を図ります。

部原地区の土地利用推進に向けた
企業誘致を行います（新） 756万円

従来の補助金を一本化し、村観光協会がイベントの企
画･実施に総合的に関与できる仕組みづくりを支援し
ます。

村観光協会の活動を
支援します（重） 3,727万円

介護者の急病等で介護ができない場合に、要介護認定
を受けていない被介護者でも一時的に特別養護老人
ホームを利用できるようにします。

家族レスパイト事業で、
家族介護者を支援します（新）

福祉

33万円

地域の子どもと保護者が集う場として交流促進を図
るとともに、子育てに関する相談や情報提供等、地域
の子育て家庭の支援に取り組みます。

とうかい村松宿こども園の
子育て支援センターの運営（新） 566万円

日常的に家庭で保育されるおおむね１歳６か月から
小学校就学前までの子どもの保護者が、疾病等の理
由で一時的に保育困難となり、日中の保育を必要と
する場合に、その子どもを預かり、必要な保護を行
います。

とうかい村松宿こども園で
一時保育事業を行います（新） 548万円

ヘルスロードの整備や、新
たなコースの開拓を行い、
安全･安心に健康づくりに
取り組める環境を整備する
とともに、イベントなどを
通して、村民の健康増進を
促します。

ウオーキングしやすい
環境整備等を進めます（新） 203万円

より便利で効果的な情報発信のために、必要な調査･
分析を行います。また、役場行政棟１階の展示スペー
スについて、“見て･楽しむ”場とするための空間づく
りを進めます。

情報発信強化のための
調査･分析を行います（新）

行政基盤

500万円

従来の幼稚園･保育所の枠組みを廃止し、小学校就学
前の子どもの保育･教育や、家庭の子育て支援を一体
的･総合的に提供することにより、地域の子どもが健
やかに育成され
る環境づくりを
推進するととも
に、子育て世代
の社会進出･家庭
支援に取り組み
ます。

とうかい村松宿こども園の
運営（新） 4,709万円
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平成27年度予算

土地利用･基盤整備

駅西第二地区と近隣地の一部について、新たに分かり
やすい住所を表示し、利便性の向上を図ります。

分かりやすい
住居表示のために（新） 64万円

都市計画道路の維持･補修を行うとともに、橋梁につ
いては、計画的･予防的な対応を図ります。

道路交通の安全性と快適性の
向上を図ります（重） 7,750万円

地域自治振興･協働

村発足60周年に合わせて、姉妹都市交流会館隣接地
に「（仮称）フレンドシップパーク」を整備し、さらなる
姉妹都市交流等に活用します。

姉妹都市交流の新たなシンボルとして
「（仮称）フレンドシップパーク」を整備（新） 590万円

現在運行中のデマンドタクシー「あいのりくん」に加
え、村外への移動やビ
ジネス客･観光客も利用
可能な「路線バス」の民
間会社による運行を支
援し、地域公共交通網
を整備します。

「路線バス」の運行を支援し、
村内の公共交通の充実を！（新） 928万円

村発足60周年を記念し、住民主体の地域振興やまちづ
くりの推進を図るため、村民自身の手で企画･提案から実
施までを行う事業に対して補助します（16ページ参照）。

皆さんの企画･提案事業に
補助します（新） 502万円

農業用機械や設備導入に対する補助や営農の効率化
を図るための各種研修会等を開催します。

地域農業の担い手である
認定農業者を育成します（新）

農業

235万円

今後10年先を見据えた村の農業振興策を具体化して
いくために、農業振興の施策を総合的に整理するとと
もに、生産者の視点を踏まえた計画を策定します。

農業振興の指針となる計画を
策定します（新） 343万円

農地の集積･集約化、農業経営規模の拡大、新規参入
等による農用地等の効率的利用を促進し、農業の生産
性の向上を図ります。

「農地中間管理機構」を通じた
農地の貸し借りを行います（新） 301万円

老朽化した東新川（真崎浦土地改良区内）の堤防について、
必要な改修を進めます（今年度は改修工事の実施設計）。

東新川について、必要な
改修を進めます（新）

2,960万円

教育

「子ども･子育て新制度」施行に伴い、子どものための
教育給付として、新制度が適用される私立幼稚園等に
対して施設型給付費を支払います。

幼稚園･認定こども園施設型
給付事業（新） 443万円

イベントや講演会等を実施し、多くの方に図書館を楽
しむ機会を提供し、今後の利用促進に努めます。

村立図書館開館30周年を記念し、
さまざまな催しを実施します（新） 164万円

一定の基準で野菜や果物、米を生産する農家に対して補
助金を交付し、化学肥料･農薬使用の削減等を奨励します。

環境に優しい農産物を生産
する農家に補助します（重） 280万円

村発足60周年･村立図書館開館30周年を記念し、東海
村の昔と今の姿について写真展を開催するとともに、
貴重な郷土資料として写真集を作成します。

村の今昔についての写真展等
を開催します（新） 231万円

村発足60周年を記念し、東海中学校グラウンドに村
民が一堂に会し、ＮＨＫの公開ラジオ体操を実施し
（８月３日（月）予定）、住民の健康づくりと東海村の元
気を全国に発信します。

夏季巡回ラジオ体操を
開催します（新） 85万円

防災

避難生活物資の備蓄スペースとして新たに防災備蓄倉
庫を設置し、災害時に即応できる避難所運営を図ります。

役場庁舎や小中学校に防災備蓄
倉庫を設置します（重） 2,851万円
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